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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 5

□２.環境 □６.景観

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 2 9
開発目標 ■2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 11
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（65％）　番号： 3
2.工程 ■1.短縮（40％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 株式会社田中 販売会社 株式会社田中 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-230011-A 評価なし

活用の効果

河川護岸用遮水シート

近畿地方整備局 2023/5/9

1

65.20%
40.00%

1-1-7.共通工／仮設工

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 水替え工用簡易シート「どのーる」
収受受付年月日

令和7年10月8日

番号：
4

登録No. 1835

2022年

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

変更受付年月日

水替え工用簡易シート 開発年

問合せ先

株式会社田中 〒595-0013　大阪府泉大津市宮町12-23

技術部
0725-32-5814

影井良雄

0725-32-2605

052-959-2601

ma.hiromura@geo-tanaka.co.jp

y.kagei@geo-tanaka.co.jp

1)何について何をする技術なのか？
仮設時に大型土のうを用いて水替えする際に水の進入を軽減させるための簡易シート
を土のうと併せて使用する。
2)従来はどのような技術で対応していたのか？
河川用の遮水シートを使用。
3)公共工事のどこに適用できるのか？
・河川の水替え工
・海岸護岸の仮囲い工
・河川堤防の応急復旧工
・防災備蓄資材

愛知県名古屋市東区泉1-1-35　ハイエスト久屋4F

名古屋営業所 052-959-2603

廣村真言

株式会社田中



水替え工用簡易シート「どのーる」 登録No. 1835

（特　徴）仮設時に大型土のうを用いて水替えする際に水進入を軽減させるための簡易シート

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他
（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

㈱田中作成歩掛

製品の品質に関しては承認願
施工に関しては施工要領書に基づいて実施

A-2

1.基面整生したのち大型土のう（三段積み）を設置する。
2.大型土のうの上から、横断方向→延長方向の順番にシートを広げ、最後に天端接続ロープ
を土のう袋のヒモと結束する。
3.シート同士の結束を行う。
3-1.シート裏のヒモを結束する。
3-2.結束部の粘着テープのフィルムをはがし、貼り合わせる。
3-3.貼り合わせたシートを巻き込む。
3-4.巻き込んだシートを抑えるように、表のヒモを結束する。
4.シート前面に抑え用の大型土のうを設置する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

どのーる　DN-5　1,560円/㎡

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
継ぎ手部分の特殊加工により、施工性は従来技術より低下する。

（長　所）
継ぎ手部分に特殊加工がされていて水が漏れにくい構造になっているため、遮水性が向上し
た。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1835

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

①施工時の留意点
・継ぎ手部は施工要領書に基づいて適切に結束する必要がある。
・シートが突っ張らないよう、余裕を持たせて設置する必要がある。
②維持管理時の留意点
備蓄時は直射日光を避けて換気の良い室内で保管する。

（適用できる条件）
①自然条件：豪雨および強風時の作業は避けること。②現場条件：仮設大型土のう設置後、仮囲いの安全を確認。③
適用可能な範囲
・仮設大型土のう（仮締切堤高3.0ｍ）までの水位が想定される箇所。
・流速が2.0m/s以下の箇所。
※「耐候性大型土のう積層工法」設計・施工マニュアルに準拠。
④特に効果の高い適用範囲
・水の流入を防ぎたい箇所。
・災害時に仮締切を有する箇所。

設置範囲を計測し、適切なシートの枚数を決定する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 水替え工用簡易シート「どのーる」

A-3

（適用できない条件）
・流速が2.0m/sを超える箇所。・仮締切堤高さが3.0ｍを超える箇所。
※「耐候性大型土のう積層工法」設計・施工マニュアルに準拠。

特になし。

●継ぎ手部遮水性実験
1.実験実施日：2022年8月2.実験場所：自社内3.目的：継ぎ手部の遮水性を確認すること。
4.実験方法：ダンボールの上に縫製部を含む製品を設置する。上から水を張り、1日後ダンボールがどの程度濡れた
かを確認する。5.実験結果及び考察ダンボールの濡れは半分程度であった。
ブルーシートの場合、継ぎ手は重ねているのみのため、ダンボールは完全に濡れていた。

（参考文献）
・「耐候性大型土のう積層工法」設計・施工マニュアル
・廃棄物処分場における遮水シートの耐久性評価ハンドブック
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登録No. 1835

実績件数 公共機関： 6 民間：

発　注　者 施工時期
湯沢河川国道事務所 2022/11/20～

2022/11/20

大分県別府土木事務所 2022/11/1～
2022/11/1

県央県土整備事務所 2022/11/1～
2022/11/1

愛知県東三河建設事務
所

2023/11/21～
2023/11/21

富山市役所 2024/3/19～
2024/3/19

長野県伊那建設事務所 2025/1/17～
2025/1/17

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 水替え工用簡易シート「どのーる」

工　事　名

0

CORINS登録No.

いたち川取水堰補修工事

大田切・宮田間　太田切橋梁橋脚修
繕工事

雄物川上流小平沢上流地区築堤護
岸工事

令和4年交防加応第1-2号河川改修
工事

国道375号（粕渕工区）交通安全補
助工事　第2期

中小河川改良工事　池尻川



登録No. 1835

 館沢砂防堰堤緊急改築工事 館沢砂防堰堤緊急改築工事

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 水替え工用簡易シート「どのーる」
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令和4年交防加応第1-2号河川改修工事 令和4年交防加応第1-2号河川改修工事


